


情報処理職とは

警察は、個⼈の⽣命、⾝体、財産を守り、社会の安全と秩序
を保つため、総務、警務、⽣活安全、地域、刑事、交通、警備
の各部⾨において多様な活動を⾏っています。
情報処理職は、これら各部⾨の活動基盤となる情報システム

の設計・開発・運⽤など情報処理に関する業務を専⾨的に⾏う、
いわば⼤阪府警察におけるＩＴのスペシャリストです。



求める⼈材
 ＩＴ⼈材として必要な知識・技能を有し、ＩＴを活⽤して

課題解決を図ることができる⼈材
 向上⼼と探究⼼を持ち続け、ＩＴのスペシャリストとして

活躍できる⼈材
 ⾃⾝のスキルを活かして「府⺠の安全と安⼼を守りたい」

という熱意ある⼈材



業務内容
 プロジェクト管理

システム要件を整理し、ベンダーと仕様交渉等を⾏います。
 システム開発

内製によるシステム開発も⾏います。
 情報インフラの構築・運⽤

２万⼈以上の警察職員が利⽤する情報インフラを⽀えます。



勤務場所等
 勤務場所

⼤阪府警察本部、⾨真運転免許試験場 など
※主に警務部⾼度情報推進課に配属されます。

 勤務時間（勤務場所により異なる場合があります）
午前９時から午後５時45分まで（正午から午後１時までは休憩時間）
※原則として、⼟曜⽇、⽇曜⽇、祝⽇、年末年始は休みとなります。

 当直勤務
勤務場所により当直勤務があります。



勤務条件
 給与

初任給は、学歴及び経歴に応じて⼀定の基準により決定
Ｒ４.４採⽤で⼤卒22歳〜⽉額 205,900円程度（地域⼿当含む）
→ 通勤、住居、時間外勤務、期末等の諸⼿当は条件に応じて⽀給

 休暇
年次休暇（年20⽇※）、特別休暇（夏期・結婚・出産等）、
介護休暇、⼦育て部分休暇、不妊治療休暇など
※採⽤の年の年次休暇は、４⽉採⽤の場合15⽇となります。



キャリアパス

補 佐

係 ⻑

主 任

係 員

係⻑８年以上

31歳以上かつ主任１年以上

係員２年以上

採⽤〜

管理官以上
（管理官、調査官等） 経験、実績等に応じて

試験

試験

試験

28歳以上の採⽤者の場合
最短で４年⽬に
係⻑へ昇任可能



受験資格

⼤学、短期⼤学、⼤学院若しくは
⾼等専⾨学校⼜はこれと同等と
⼈事委員会が認める学校において
電⼦、情報、通信、その他の電⼦計算機に
よる情報処理に関する課程⼜はこれらに相
当する課程を修めて卒業（修了）した者
（採⽤予定⽇までに⾒込みの者を含む）

いずれかの試験に合格している者
 応⽤情報技術者
 ＩＴストラテジスト
 システムアーキテクト
 プロジェクトマネージャ
 ネットワークスペシャリスト
 データベーススペシャリスト
 エンベデッドシステムスペシャリスト
 ＩＴサービスマネージャ
 システム監査技術者
 情報処理安全確保⽀援⼠
 技術⼠（情報⼯学部⾨）

選考実施年度の３⽉31⽇現在40歳以下の⼈で、次のいずれかに該当する⼈

学歴 資格

ＯＲ条件です

※その他、これらと
同等以上の能⼒を
有すると⼈事委員
会が認める試験



選考内容（選考科⽬・出題分野など）

教養考査（⼩論⽂）
⇒社会事象に対する基礎的知識、論理的思考⼒、
企画提案⼒、⽂章作成⼒などを問います。

専⾨考査（記述式）
⇒情報処理システムの開発及び活⽤に必要な
専⾨的知識を問う記述式の問題を出題します。

個別⾯接
⇒理解⼒、表現⼒などについて⾯接を⾏います。

⼝頭試問
⇒情報技術に関する専⾨知識について⼝頭試問
を⾏います。

適性検査

第１次選考 第２次選考

★⼤阪府警察ホームページに選考案内を掲載しています。



⼤阪府警察のデジタル化を更なる⾼みへ
ＩｏＴ、ＡＩ、５Ｇなどの⾔葉を⽿にしない⽇がないほど、社会全体に

デジタル化の波が押し寄せています。デジタル社会へ進化する中でも府⺠
の安全と安⼼を守るためには、犯罪をはじめとする警察事象の対応にＩＴ
技術をうまく取り⼊れていくほか、⾏政⼿続きや刑事⼿続きのデジタル化、
サイバーセキュリティへの対処など、府警においてもＤＸを推進していか
なければなりません。これらの課題に取り組む

“チャレンジ精神旺盛なＩＴ⼈材 ” を求めています。
是⾮、あなたの知識と経験を⼤阪府警察で発揮してください︕


